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られる o rずり歪みJにより作製したPET薄膜についても、 SAEDと高速紡糸PET繊
維のWAXDとの良い一致が確認された。一方、 PET/PEN:;ノレンドでは、ずり歪みを
かけるまでの溶融状態をできる限り時間短縮することによりエステル交換反応
剛 Al-
を抑制し、 PETとPENの各々の結品反射が混在した高度な一軸配向性を示すSAED
パターンが得られた。各薄膜試料の赤道反射を用いた暗視野像から、 PENは一軸
配向下でもラメラ晶を形成じ、その傾向はPETよりも強いことが示された。結果
として、 PET成分の増加に伴ってモノレブオロジーがPEN型からPET型に変わること
がわかった。さらに、 PENのラメラ形成がPETの混入によって阻害されること、
逆にPENの混入によってPETの結晶化が抑制されることなども示された。
2)モノレブオロジーの比較のため、ナイロン6、ナイロン6，6およびそれらの
ブレンドの、溶液キャスト薄膜ならびに溶融結晶化薄膜のTEM観察も行ったo
PETやPENの仲間であるポリブチレンテレフタレート (PBT)についても、ずり歪み
により配向薄膜を作製し、 TE時観察等を開始した。
平成15年度
1) PEN、PET、PET/PENブレンドについては、昨年度に行ったT聞による配向薄
膜のモノレブオロジー観察の結果を、第四回高分子加工学会年次大会 (PPS-19; 
オーストラリア国メルボルン市、 7月7'"-' 10日)にて口頭発表し、さらに学術
論文としておlymer誌に発表した。
2)モノレフオロジーの比較のため、 PETやPENの仲間であるポリブチレンテレフ
タレート (PBT)についても、溶融物に「ずり歪みJを与えることにより配向薄膜
を作製し、 TEM観察した。 SAEDパターンはα型結晶の回折反射のみから成り、一
軸配向性を示したが、反射は全てアーク状であり、 PET、PENならびにPET/PENブ
レンドと比較して、配向度はかなり低かった。しかしPBTでは、 PETやPENよりも
明瞭な積層ラメラ構造が観察された。暗視野観察において、 PBT薄膜をずり方向
(即ち、繊維軸)まわりに傾斜すると、数枚から数十枚の積層ラメラから成る
集団が一体となって出現あるいは消失した。従って、 「シシjそのものは直接
には認められなかったが、これらの積層ラメラはシシカパブ構造を形成してい
ると結論した。結果は、平成15年度繊維学会年次大会(京都、 6月1'"'-'13日)
ならびに第61回日本化学繊維研究所講演会(京都、 11月初日)にて口頭発表し
た。
3) PET、PEN、PET/PENブレンドならびにPBTの配向薄膜のT間観察の結果に基づ
いて、 「シシカバブ構造におけるラメラ品はシシにホモエピタキシヤル成長し
たものであり、結品学的に等しい方位を有しているj と一歩踏み込んだ「シシ
カパブ構造モデ、ノレJを提案した。
鍋A2-
4) PBTの高速紡糸繊維を種々の紡糸速度で作製したが、現時点ではまだ最適な
エッチング条件が得られていなし、。 PBTを始め、準備したすべての高速紡糸繊維
に対して超薄切片作製も試みているが、今のところまだ、納得できる結果は得
られていなし、。
欄A3・
